
このへんに何か触れませんか？どれどれ

　　お母さんといっしょに飾ってね･･･

中の橋下中津川河川敷でのスマイルウォーク

講師：柏葉匡寛先生

参加グループで記念写真

講演会：えーそうだったのね…。

 出発前の準備体操は〈岩大保健体育科栗林教授〉の指導でバッチリ！

（2012/4.1～2013/3.31）

平成24 5月 10日 年度始めあいさつまわり、総会案内 県庁、顧問団体 会長、副会長、事務局長

13日 会員派遣 《看護協会「看護の日｣》 啓発活動 アイーナ 会長他会員1名

13日 幹事会 対ガン協会会議室 15名参加

26日 会計監査 八重樫氏事務所 会計監事

6月 3日 定期総会          役員改選
2012いわてピンクリボンフェスタ開催承認

アイーナ 46名(出）、81名（委）

20日 岩手県がん対策推進協議会 水産会館 会長

21日 事務所移転準備（NTT設備開設） 対ガン協会内 事務局

23日 幹事会、第1回スタッフ会議 対ガン協会会議室 21名参加

26日 新事務所へ備品搬入 対ガン協会内 副会長、事務局

28日 会員派遣《一戸町保健推進員研修会》 講話 一戸町 会長

7月 2日 新事務所開局 対ガン協会内

6日 事務局移転挨拶 対ガン協会 会長、副会長、事務局長

11日 岩手県がん対策推進協議会 エスポワールいわて 会長

21日 第2回スタッフ会議 対ガン協会会議室 25名参加

27日 フェスタ〔共催・後援〕申請書発送 関係団体 事務局

8月 1日 中津川河川敷利用申請・打ち合わせ 国交省河川国道盛岡出張所 事務局

7日 フェスタ開催あいさつまわり、寄付依頼 若林先生、顧問団体 会長、副会長、事務局長

25日 第3回スタッフ会議 対ガン協会会議室 35名参加

26日 かたくりの会20周年記念式典 ホテルメトロポリタン 事務局

9月 3日 岩手日報広告掲載打ち合わせ 岩手日報社 事務局

7日 ツリー設置店舗打ち合わせ ジョイス本部、イオン各店 事務局

8日 第4回スタッフ会議 対ガン協会会議室 35名参加

23日

28日 岩手県がん対策推進協議会 勤労福祉センター 会長

10月 1日 「2012いわてピンクリボンフェスタ」開催 カワトク、イオン盛岡南 会長、事務局長

オープニングセレモニー：カワトクデパート イオン盛岡、 アルコ ツリー部員
ツリー設置全会場で啓発キャンペーン ジョイス６店舗 応援スタッフ

8日 講演会　《 講師 ： 柏葉匡寛先生 》 アイーナ 95名参加

8日 ツリー設置会場で2回目の啓発活動 カワトク、アルコ
ジョイス全店

ツリー部員
応援スタッフ

17日 会員派遣 《乳がん啓発講演会》  講師 県立磐井病院がんサロン 会員

20日 ツリー設置会場で2回目の啓発活動 イオン盛岡、イオン盛岡南 ツリー部員

28日 スマイルウォーク 中津川河川敷 220名参加

31日 ツリー撤収 各設置会場 部員、事務局、トーアン

11月 11日 第5回スタッフ会議 〈まとめ会〉 対ガン協会会議室 25名参加

21日 岩手県がん対策推進協議会 水産会館 会長

23日 会員派遣 《一戸町健康いきいきフェスタ》 啓発活動 一戸町 会長

12月 11日 フェスタ終了報告あいさつまわり 県庁、顧問団体 会長、副会長、事務局長

12日 盛岡ゾンタクラブ寄付金贈呈式 グランドホテル 副会長

18日 岩手県がん対策推進協議会 エスポワールいわて 会長

平成25 1月 25日 25年度助成金要望書作成・提出 いきいき岩手支援財団 事務局

27日 幹事会 対ガン協会会議室 15名参加

2月 8日 岩手県がん対策推進協議会 勤労福祉センター 会長

15日 24年度助成事業終了報告書作成・提出 いきいき岩手支援財団 事務局

28日 会員派遣 《24年度がん検診担当者会議》 講師 主催：対ガン協会 会長

3月 24日 会員派遣 《ピンクリボン運動啓発活動》 一戸町 会長

27日 ソロプチミスト盛岡 「クラブ賞贈呈式」 ホテルメトロポリタン 会長

27日 盛岡ゾンタクラブ 「チャリティーコンサート」 県民会館 事務局長

29日 会員派遣 《ピンクリボン運動啓発活動》 一戸町 会長

 《2012年度》

岩手日報全面広告掲載《2012いわてピンクリボンフェスタ》

2012年度 会 長 ： 仁昌寺幸子

副会長 ： 鈴木 玲子、 昆 茂

事務局長： 中山 通子

〇解決の糸口

　 継続が危ぶまれるほど不安でしたが、 「一緒にやります」 と手を挙げてくれる人がいて、 新たな役

員体制でスタートしました。 震災の年も総会に参加した宮古の会員から「公共の事業がみな自粛です、

民間の力で実施できる行事は続けて欲しい。 それが被災地の励ましになります。」 と発言があり、 全

員の心を打ち、 続けるきっかけになりました。 ただ1回、 2回目と実施したライトアップはその後実現に

至っておりません。

　 2012年7月には、 活動の拠点として、 岩手県対がん協会が一室を無料で貸してくださるという、 うれ

しい出来事がありました。 仁昌寺会長は、 印刷物に 「事務局 ： 岩手県対がん協会内」 と明記できた

ことは、ピンクリボンの会が社会的に認めてもらえ、人格を与えてもらったように感じたと、当時を振り返っ

ています。




